
アメリカ神学者 ラインホールド・ニーバー 

                            在籍児童生徒数（12月 1日現在）小学部 14名，中学部 2名 計 16名  

                          １２月の学校生活目標：他の人の話を、目を見て静かに聞こう！ 

          

「実り多き２学期！」 
   校長 岩出 晃 

日本では北国から続々と雪の便りが届くようにな

り、まもなく冬本番のようです。ここリヤドは、少し肌寒

くなりましたが、外を歩くにはちょうど良い気温になり

ました。 

さて、師走を迎え２学期もあとわずか７日となりまし

た。１年間で１番長かった２学期、おかげさまで子供達

は、学習はもとより、多くの経験を積んで心も身体も一

回り大きくなりました。これも日頃より本校の教育活動

に対し、皆様のご理解とご協力があったお陰と感謝し

ております。ありがとうございました。 

◇この 2学期、場数を踏んで心を鍛えました！ 
  11月 3日（金）に実施しました日本人会運動会は

122人の方に参加いただき大盛況のもと楽しい時間

を共有することができました。ご協力ありがとうござい

ました。お陰様で、子供達はこの日のために一生懸命

に練習をしてきたダンスを見てもらえる嬉しさ、緊張感

を味わうことができ貴重な経験を積むことができまし

た。 

 また、秋の懇親

会、日本祭り、ア

メリカンスクール

での和太鼓演奏

の経験も子供達

にとっては貴重

な体験でした。

普段は児童生徒

最大でも 16名

しかいない中で

の練習で、「人に

見られる」という

緊張感はあまり

ありません。大勢

の人に見られる

緊張の場面を乗り越えて初めて成就感や達成感が生

まれ、一回り大きく成長できます。演奏後の子供達の

笑顔はそのことを表しているように私の目には映りまし

た。１００回の練習より１回の本番でしょうか。 

 

・・・１２月３日 全校朝会での講話より（予定）・・・・ 
 
 

 
 
 
   

＊11月 14日（火）この日は、スクールトリップ 1日  

  目でした。覚えていますね。 

＊夕食後、ホテルに帰ってきた後、みなさんは何を 

  していましたか？きっと、買ったお土産を見せ合った  

  り、みんなとカードゲームしたり、話したり楽しい時   

  間を過ごしていましたね。 

＊先生たちの部屋では、重要な話し合いをしていまし  

  た。（以下のように） 

  (会議を始めて間もなく、明日大雨の予報が出てい  

   るのでジッダ日本人学校は休校との知らせが入り  

   ました。) 

  ・ジッダ日本人学校と交流学習はあきらめる。 

  ・長い間時間をかけて準備してきた 2日目の予定   

   は水の泡。子供たちはがっかりするだろう。 

  ・明日のプランを考え直さなくては。 

  ・いった何ができるか…。 

  ・雨の場合のために、水族館は考えていたが。 

  ・他に何があるのか。 

  ・そう言えばホテルに屋内プールがあった。 

  ・ホテルの人に確認すると、プールは使用できる。だ 

   が思いのほか小さい。これで子供たちは遊んでく  

   れるのか。 

  ・部屋でのんびりもありか。 

  ・何とかジッダ日本人学校でサッカー日本代表チー 

   ムへの寄せ書きはさせたい。 

  ・明日の朝の天気の状況によっては、記念写真だけ 

   でも先に撮る作戦にしよう。 

  ・最優先は、空港に着くこと。たとえ代替えのプラン  

   中でも、子供たちがどんなにがっかりしようと、こ  

   れを最優先させようと先生達で結論を出しました。  

   ２３時頃だったでしょうか。 

＊2日目の朝、雨が降っていませんでしたね。しかも  

   

 

 ラカム 
リヤド日本人学校 

学校たより １２月号 

２０２３年(令和 5年)１２月１日 

笑顔の花を咲かせよう！ 

変えられるものを変える勇気を、 

変えられないものを受け入れる冷静さを、 

そして、両者を識別する知恵を与えたまえ。 

セイヨウヒイラギ 



  時々薄日が差したりして、でも交流学習はできない  

  ＝ビーチで遊べない。 

＊朝食の時間、「なんだよ～これならできたじゃんか  

  ぁ」とかの不満の声が聞こえませんでしたね。 

＊ここで、自分の不満を声に出して言わないみんなの  

 事を校長先生は「偉いなぁ」と嬉しく思いました。 

 これは、変えられないものを受け入れているのかな  

 と。 

＊奇跡的に記念写真は撮れました。水族館にも行けま  

 した。ランチの時だけ横殴りの大雨になりました。 

＊雨が降ったのはそのときだけで、多少道路にはまだ 

 雨水が残っていたものの、日本人学校にも行け、見  

 学もでき、寄せ書きもでき、そして無事に空港まで行  

 けました。 

＊しかし、最後に「まさか」機体変更がありましたが、こ  

 の時も不満を言っても何も変わらないので、みんな   

 冷静に対応していました。これも偉いなと思いまし 

 た。 

＊リヤド空港での到着式のときの玲生さんの言葉を聞

き、校長先生は胸がジーンとして、これまでの疲れがス

ーッと体から抜けていくのを感じました。 

 

＊＊＊＊＊ 到着式 玲生さんのあいさつ ＊＊＊＊＊ 

 

 リヤド日本人学校児童生徒１３名、教員６名無事、生

還できることができました！！先生方ありがとうござい

ました。 

ざっっくりこの２日間を振り返ってみます。 

１日目は順調でした。だいたい予定通り進みました。 

しかし、２日目は予定がむちゃくちゃ変わりました。 

僕、そしてみんなが楽しみにしていたジッダ日本人学

校の人とのビーチや船で遊ぶ予定が中止。 

そして、まさかの飛行機の機体変更。ざっくり言うとこ

れが２日間でした。２日目はすごく予定が変更しまし

た。 

しかし、僕は濃い１日を過ごせました。それは先生方

のお陰です。こんなに予定が変更したにもかかわら

ず、新たに予定を作り私達を楽しませてくれ、そして学

ばせてくれました。こんな状況に対応していく先生方を

見ていると涙腺が刺激された人もいたはずです。本当

に先生方ありがとうございました。そしてこのような経

験させてくれたお父さん、お母さん感謝しています。あ

りがとうございました。ジッダは明日も雨が降るかもし

れません。しかし僕達はリヤドのように明日も晴れてい

きたいと思います。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

＊あんなに予定が変わったにもかかわらず、置かれた 

 状況の中で楽しみ、感謝の言葉を忘れない玲生さ 

 ん、さすがです！立派でした。 

＊この度のスクールトリップで、変えざるを得なかった 

 ことがたくさんありました。どうにもならないこともあ 

 りました。そのことをしっかり受け止め、行動する姿を 

 見ることができ、私はスクールトリップを実施した価 

 値があったなと思いました。 

＊この経験をこれからの生活の中で生かしてほしいと 

 思います。 


